
幼児教育・保育施設
労働条件・職場環境等調査

令和7年度

令和7年12月
佐賀県男女参画・こども局 こども未来課



Ⅰ 基本情報
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１

１ 用語の定義

定義用語

幼稚園教諭免許や保育士資格を有し、主に幼児教育・保育に従事、クラス担当をしている職員保育者

保育士資格を有さず、原則として保育に関する40 時間以上の実習を受けた者保育補助者

保育士資格を有さず、施設の消毒・清掃、給食の配膳・後片付け等保育士の負担軽減に資する業務を行う者保育支援者

２ 調査の時期、対象

• 調査時期：令和7年9月

• 調査施設：佐賀県内私立幼稚園・認定こども園・保育所 ２７５施設

３ 回答数

回答数全施設数施設類型

2020幼稚園

1415幼稚園型認定こども園

5288保育所

4260保育所型認定こども園

6792幼保連携・地方裁量型認定こども園

19５275合計

20

14

52

42

67

回答

195施設

幼稚園

幼稚園型認こ

保育所

保育所型認こ

幼保・裁量型認こ

１９５施設（全施設数の70.9％）が回答
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２

Ⅱ 保育者等の配置

１ 施設で勤務する職員数（令和７年８月１日時点）

休職者数（B）勤務者数（A）
職種

（C/A）（B/A）産育休（C）非常勤常勤

3.6%4.3%1231481,0902,3513,441保育者

1.5%1.8%5623195326保育補助者

0.0%0.6%0114820168保育支援者

2.4%2.4%44--165看護師・養護教諭

3.6%4.0%1921--529（管理）栄養士・調理員

0.0%0.3%01--291園長・副園長・教頭

0.3%1.3%14--302その他（事務職員等）

2.9%3.5%1521851,4692,4665,222合計

・ 勤務者全体5,222人のうち、保育者は3,441人（６５．９％）、保育補助・支援者は４４９人（８．６％）

・ １85人（3.5％）が休職中であった

・ 休職者のうち152人が産育休であった
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３

Ⅱ 保育者等の配置

２ さらなる職員の配置希望

2.77 3.34 3.08 2.49

76.3% 76.1%

81.5%

67.2%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

0

1

2

3

4

R4 R5 R6 R7

さらに配置を希望する1施設当たりの人数（保育者のみ） 施設割合（保育者のみ）

R7R6（参考）R5（参考）R4（参考）

67.2％（131施設）81.5％76.1％76.3％さらに配置を希望する施設割合（保育者）

2.49人/施設3.08人/施設3.34人/施設2.77人/施設さらに配置を希望する人数（保育者）

72.3％（141施設）86.2％81.9％81.4％さらに配置を希望する施設割合（保育者・補助者・支援者）

3.34人/施設4.19人/施設4.52人/施設3.67人/施設さらに配置を希望する人数（保育者・補助者・支援者）

• 「さらに保育者（のみ）の配置を希望する」と回答した施設数は 131施設（全体の67.2％）

• 保育者の不足感はやや改善傾向にあるものの、 依然として約7割の保育施設が不足を感じている
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４

Ⅱ 保育者等の配置

３ さらなる職員の配置希望（保育者のみ） （施設類型別）

65施設 (69%)

29施設 (31%)

保育所
保育所型認定こども園

（９４施設）

46施設(69%)

21施設 (31%)

幼保連携・地方裁量型
認定こども園

（６７施設）

20施設 (59%)

14施設 (41%)

幼稚園
幼稚園型認定こども園

（３４施設）

• 幼稚園・幼稚園型認定こども園は６割程度、それ以外の類型は７割程度の施設がさらなる保育者の

配置を希望している
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５

Ⅱ 保育者等の配置

４ さらに配置を希望する理由

・ 令和４年度以降、上位３項目は変わっていない。

①職員の負担軽減

②要配慮児童への対応

③保育の質の向上

５ 保育者不足により園児を受入れできなかった事例

・ R6年度と比較して、保育者不足を理由に園児を
受け入れできなかった施設の割合は低下した。

32.3%

3.6%

21.5%

2.6%

0%

10%

20%

30%

事例あり（未満児） 事例あり（以上児）

R6 R7

1施設 (1%)

3施設 (2%)

3施設 (2%)

12施設 (9%)

27施設 (19%)

38施設 (27%)

40施設 (28%)

45施設 (32%)

55施設 (39%)

74施設 (52%)

90施設 (64%)

その他

煩雑な事務への対応

アレルギー対応

職員の適正配置

職員の有給休暇取得率向上

途中入所児の対応

職員の代替確保

ノンコンタクトタイムの確保

保育の質の向上

要配慮児童への対応

職員の負担軽減

（さらに配置を希望すると回答した141施設のみ対象）
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６

Ⅲ ICTの活用

１ ICTシステムの導入・活用状況

• R6年度と比較して、導入済み・導入予定があると回答した施設割合は2.5ポイント上昇した。

• 導入している164施設のうち、109施設（67％）が「もっと活用したい」と感じている

１６４施設（８４％）

１０施設（５％）

１３施設（７％）

８施設（４％）

導入済

導入予定あり

導入予定なし

どちらとも言えない

導入状況

５３施設（３２％）

９１施設（５６％）

１８施設（１１％）

２施設（１％）

十分に活用

もっと活用したい

もっと活用したい（課題あり）

活用できていない・分からない

活用状況

１９５施設 １６４施設
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７

Ⅲ ICTの活用

２ ICTシステムを導入しない理由

• 導入を検討していない13施設のうち、導入しない最も大きい理由は「費用が掛かる」であり

昨年度調査と同様であった。

施設 (0%)

施設 (0%)

施設 (0%)

施設 (0%)

1施設 (8%)

2施設 (15%)

3施設 (23%)

3施設 (23%)

6施設 (46%)

9施設 (69%)

以前利用して利用しづらかった

保護者からの反対

保護者への配慮

現在のやり方を変えたくない

その他

職員からの反対

どのソフト（会社）がいいか分からない

使い方が分からない、不安が大きい

必要性を感じていない

費用がかかる
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８

Ⅳ 保育者の採用・離職

１ 令和６年度 保育者採用状況

• R6年度に求人した施設は149施設（76％）であった

• 351人の求人に対して、応募291人、採用265人であり、充足率（求人数に対する採用数）は

75.5％であった

充足率
(A/B)

採用数
（うち新卒）(B)

応募数
（うち新卒）

求人数(A)

75.5％265（111）291（120）351R6

70.2％259（107）298（114）369R5（参考）

１４９施設（７６％）

４６施設（２４％）

求人した

求人していない

１９５施設

30施設（２１％）

0施設

5施設（３％）

15施設（１０％）

7施設（５％）

0施設

81施設（５５％）

9施設（６％）

0%

1～20％

21％～40％

41～60％

61～80％

81～99％

100%

101％～

0 50

施設数

求人した１４９施設の充足状況

充足率
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９

Ⅳ 保育者の採用・離職

２ 令和４年度に採用した新卒保育者の状況（３年離職率）

• R４年度に新卒保育者を採用した施設は75施設（38％）であった

• 上記新卒保育者の３年離職率（R7年３月までに離職）は26％であり、R元年度より4ポイント改善した

（参考）R1離職率（参考）R6離職率R7離職率合計（人）合計（施設）項目

４年継続率70％４年継続率72％４年継続率74％（74.3%）104（81.3%）61R7年４月1日も勤務

３年離職率30％３年離職率28％３年離職率26％（9.3%）13（14.7%）11R7年３月末までに離職

２年離職率20％２年離職率19％２年離職率16％（2.9%）4（5.3%）4R6年３月末までに離職

１年離職率12％１年離職率11％１年離職率14％（13.6%）19（20.0%）15R5年３月末までに離職

30%

24%

28%

26%

20%

22%

24%

26%

28%

30%

32%

R1採用 R2採用 R3採用 R4採用

７５施設（３８％）

１２０施設（６２％）

採用した

採用していない

１９５施設

３年離職率



1.52 1.17 1.59 2.04 2.26 2.13

71.5%

54.3%

68.4%

78.2%

69.7%

75.9%

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

0

0.5

1

1.5

2

2.5

H31 R2 R3 R4 R5 R6

1施設当たりの離職者数（人） 保育者の離職があった施設割合
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10

Ⅳ 保育者の採用・離職

３ 令和６年度 保育者離職状況

• 令和６年度に離職があった施設は148施設（76％）であり、昨年度に比べると約６ポイント上昇した

• 離職した人数は316人であり、1施設当たりの離職者数は2.13人であった

１４８施設（７６％）

４７施設（２４％）

離職があった

離職はなかった

１９５施設

離職した人数離職があった施設数項目

174人１０７施設（72.3%）正規職員

142人９２施設（62.2%）非正規職員

３１６人１４８施設（※）合計

（※）正規・非正規いずれも離職ありと回答した施設が51施設あるため、計が合わない。
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Ⅳ 保育者の採用・離職

４ 令和６年度 保育者離職理由

• 上位３項目は、回答が多い順に「他職種への転職」、「健康上の問題」、「引っ越し」であった

• 上位２項目は昨年度と同様であり、新設項目である「引っ越し」が３位となった

4施設 (2%)

10施設 (5%)

10施設 (5%)

11施設 (6%)

12施設 (6%)

16施設 (8%)

19施設 (10%)

40施設 (21%)

43施設 (22%)

45施設 (23%)

46施設 (24%)

56施設 (29%)

59施設 (30%)

シフトや休暇への不満

仕事量の多さ

教育方針の不一致

出産

仕事内容への不満

介護

給与面への不満

仕事と家庭の両立ができない

その他

職場の人間関係

引っ越し

健康上の問題

他職種への転職

1１
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Ⅳ 保育者の採用・離職

５ 保育士・保育所支援センターの認知状況

• 保育士・保育所支援センター（以下「センター」）を「活用している」と回答したのは89施設（45％）

• 「活用している」と回答した89施設を対象に、実施継続を希望する取り組みを尋ねたところ、

「保育所等見学会」「相談・マッチング支援」「合同就活案内説明会」の順で希望度合いが高かった。

８９施設（４５％）

７４施設（３８％）

１５施設（８％）

１７施設（９％）

活用している

知っているが活用していない

活用機会がない

知らない

センター認知・活用状況

２施設（１％）

２１施設（１１％）

２３施設（１２％）

２４施設（１２％）

４７施設（２４％）

５３施設（２７％）

５４施設（２８％）

その他

養成施設学生と保育者との交流会

潜在保育士等に対する研修

保育所等体験会

合同就職説明会

相談・マッチング支援（PRシート含む）

保育所等見学会

１９５施設

活用している８９施設の実施希望事業

1２
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Ⅳ 保育者の採用・離職

６ 保育士・保育所支援センターを活用しない理由

• 保育士・保育所支援センターを「知っているが、活用していない」と回答したのは74施設（38％）

• 理由として「登録・参加の方法が分からない」「ハローワークを活用している」という回答が多かった。

５施設（６．８％）

７施設（９．５％）

１２施設（１６．２％）

１５施設（２０．３％）

0 5 10 15 20 25

園に有益な事業がない

必要性がない

その他

登録・参加の方法が分からない

・ハローワークを利用
・周りに活用している園が少ない 等

【参考１】保育士・保育所支援センター登録方法
①佐賀県社会福祉協議会のHPにアクセス、又は来所
②「福祉のお仕事」でネット登録、又は求人票を窓口に提出

検索：佐賀県保育士・保育所支援センター
アドレス：https://www.sagaken-shakyo.or.jp/daycare/

（下記QRコードからもリンク可能）

【参考２】保育士・保育所支援センターのR6年度実績
①相談者数 ：625件
②求職新規登録者数：78件
③就職者数 ：23人

佐賀県保育士・保育所支援センターHP →

1３

https://www.sagaken-shakyo.or.jp/daycare/


5施設 (3%)

27施設 (15%)

36施設 (20%)

57施設 (31%)

67施設 (36%)

68施設 (37%)

70施設 (38%)

85施設 (46%)

107施設 (58%)

108施設 (59%)

139施設 (76%)

144施設 (78%)

153施設 (83%)

その他

評価制度の充実

職員の専門性を活かした業務の振り分け

施設整備（休憩室の整備等）

職員間の会話・交流の時間の増加、チームワークの強化

上司によるフォローアップ体制の整備、面談の実施

本人の希望を活かした配置

研修機会の充実

ノンコンタクトタイム（事務時間、休憩時間）の確保

職員の意見・提案の吸い上げ、業務等への反映

有給休暇取得率向上のための仕組みづくり・雰囲気作り

業務量の削減、残業の削減

賃金水準の引き上げ、手当の充実
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Ⅴ 労働条件・職場環境

１ 労働条件・職場環境改善の取組について

• 改善に取り組んでいる・予定していると回答したのは184施設（94％）

• 取り組み内容の上位は「賃金水準引き上げ、手当充実」「業務量・残業削減」「有給休暇取得率向上」で

あり、昨年度と同じ項目であった。

１８４施設（９４％）

１１施設（６％）

実施している・予定している

実施していない

１９５施設

1４
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Ⅴ 労働条件・職場環境

２ 業務量削減のための実施事項

• 上位３つの実施事項は「業務のICT化」「行事の見直し」「帳票の簡素化」であった

• ICT化、簡素化は昨年同様上位となったが、新設項目である「行事の見直し」との回答が多い結果であった

1施設 (1%)

59施設 (41%)

61施設 (42%)

69施設 (48%)

73施設 (51%)

85施設 (59%)

86施設 (60%)

100施設 (69%)

112施設 (78%)

118施設 (82%)

0 20 40 60 80 100 120

その他

会議の見直し（廃止含む）

制作活動の準備の見直し（廃止含む）

保育補助者・支援者配置による業務分担の見直し

壁面制作の見直し（廃止含む）

おたよりの見直し（廃止含む）

連絡帳の見直し（廃止含む）

保育計画、指導計画等の帳票の簡素化

行事の見直し（廃止含む）

業務のICT化
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0施設

１施設

２施設

６施設

取り組む意義を感じない

保護者や運営法人の理解が得られるか不安

業務改善に取り組む余裕がない

（これ以上）業務改善の必要がない
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Ⅴ 労働条件・職場環境

３ さらなる労働条件・職場環境改善への取組希望

• さらに改善取組を希望すると回答した施設は187施設（96％）であった

• さらなる改善は希望しないと回答した施設は8施設（4％）であったが、うち6施設は「（これ以上）業務

改善の必要がない」との認識であった

１８７施設（９６％）

８施設（４％）

取り組みたい

取り組みたくない

１９５施設

取り組みたくないと回答した施設の意見
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7施設 (4%)

9施設 (5%)

15施設 (8%)

29施設 (15%)

39施設 (20%)

49施設 (25%)

66施設 (34%)

101施設 (52%)

101施設 (52%)

120施設 (62%)

保護者対応課題の改善

多機能化（障害児向けサービスの開始等）

ICT機能の活用

労働条件の改善

予算の確保

施設・設備の充実、整備

特別な配慮を要する子どもへの対応

園児数の確保

保育の質の維持・向上

保育者の確保
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Ⅴ 労働条件・職場環境

４ 施設運営にあたっての重要課題

• 重要な課題と感じている上位事項は、「保育者の確保」「保育の質の維持・向上」「園児数の確保」であ

り、R6調査と同様であった
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6施設 (3%)

19施設 (10%)

28施設 (14%)

46施設 (24%)

68施設 (35%)

68施設 (35%)

89施設 (46%)

104施設 (53%)

105施設 (54%)

113施設 (58%)

119施設 (61%)

130施設 (67%)

152施設 (78%)

Noteによる学生向け情報発信（SAGAほいくの窓）

保育の魅力発信動画・コミック制作事業（本年度新規事業）

高校・大学生向け保育の魅力発信フェス（本年度新規事業）

小中学生向け保育のお仕事体験事業（本年度新規事業）

幼児とのふれあいサポートハンドブック

養成施設・保育団体・行政の意見交換会

資格取得支援（養成施設の受講料等補助）

本調査含む各種意識調査

処遇改善・施設整備等財政支援

就職後３年目等応援事業

質向上研修（幼児教育センターが実施する各種研修）

働き方改革支援事業（コンサルや、テーマ別の研修）

保育士修学資金等貸付事業
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Ⅵ 佐賀県実施事業

佐賀県実施事業の認知度

• 認知度が高い事項は、「保育士修学資金等貸付事業」「働き方改革支援事業」「質向上研修」であった。
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